
卯

清
太
宗
貫
録
の
初
修
開
始
年
次
と
擾
政
王
勅
論

今

　
　

西

　
　
　
　
　

一

　

清
ｏ
太
宗
実
録
は
順
治
、
康
煕
、
乾
隆
の
三
度
修
め
ら
れ
た
。

そ
？

順
治
初
纂
に
闘
し
て
は
、
開
始
経
了
共
に
其
の
年
次
が
明
瞭
で
な

い
・
こ
ｘ
に
は
其
０
　
初
修
開
始
の
年
次
を
問
題
と
し
た
。

　

世
咀
賓
録
（
康
煕
修
）
に
捺
る
と
、
太
宗
変
録
は
順
治
六
年
と

同
九
年
と
の
二
度
、
編
纂
が
開
始
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
つ
て
ゐ

て
、
何
れ
を
探
る
可
き
か
甚
だ
判
定
し
象
ね
る
も
０
が
あ
る
。
臭

に
私
は
史
林
第
二
十
倦
三
、
四
就
誌
上
に
掲
載
し
た
「
清
三
朝
賞

録
の
幕
修
」
と
題
す
る
卑
脆
中
に
、
こ
の
問
題
を
探
り
上
げ
て
大

蔵
次
の
様
に
諭
述
し
た
。
即
ち

　

太
宗
実
録
の
雨
次
起
纂
に
闘
し
て
は
、
世
胆
実
録
他
清
史
稿
列

　

傅
、
清
史
列
傅
等
に
相
営
多
数
の
記
録
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど

春

　
　

秋

も
、
後
二
者
の
そ
れ
は
実
録
の
記
載
を
分
割
案
配
し
た
る
も
Ｏ

に
過
ぎ
ず
、
実
録
中
に
見
え
る
も
０
は
、
相
互
全
然
別
個
褐
立

し
た
記
載
で
あ
っ
て
、
雨
玖
の
編
纂
開
始
に
就
い
て
は
何
等
Ｏ

関
係
も
辿
り
得
な
い
。
そ
こ
で
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
順
治
六

年
第
一
同
編
纂
時
０
總
裁
官
と
し
て
學
げ
ら
れ
て
ゐ
る
剛
林
、

祁
充
格
等
が
順
治
八
年
客
親
王
多
爾
麦
の
叛
逆
事
件
に
坐
し
て

罪
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
然
し
軍
に
そ
れ
だ
け
の
理

由
の
み
で
以
て
改
め
て
第
二
次
の
纂
修
が
起
さ
れ
た
と
も
思
は

れ
な
い
。
殊
に
第
一
同
の
總
裁
官
の
多
く
が
、
叉
第
二
同
の
總

裁
官
た
る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。

然
ら
ぼ
こ
０
聞
の
顛
末
を
如
何
に
解
す
可
き
か
と
い
ふ
に
、
私

は
徐
中
舒
氏
が
「
内
閣
槽
案
之
由
来
及
其
整
理
」
（
明
清
史
料
第

一
編
巻
頭
所
載
）
と
い
ふ
一
篇
中
に
、
｛
太
宗
実
録
は
順
治
六
年

忙
復
修
や
ら
れ
た
。
其
の
こ
Ａ
}
±
(
現
在
歴
史
博
物
館
に
存
す
る
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印

衛
政
王
勅
論
に
見
え
て
ゐ
る
。
」
と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
を
注
意
し

度
い
。
こ
０
こ
と
は
一
見
し
て
、
太
宗
賓
録
の
雨
次
起
纂
に
加

え
て
、
更
に
順
治
六
年
０
復
修
と
い
ふ
記
録
を
加
へ
、
一
暦
紛

雑
し
た
か
に
思
は
れ
る
。
が
然
し
、
私
ぼ
こ
の
勅
論
０
中
に
見

え
る
太
宗
変
録
な
る
も
の
が
、
変
は
具
に
変
録
を
栴
し
得
べ
き

も
０
で
は
な
か
っ
た
と
考
へ
る
。
今
婿
政
王
の
勅
論
と
い
ふ
Ｏ

が
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
の
文
面
を
知
り
得
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
る
が
、
こ
ｘ
に
太
宗
変
録
と
あ
る
も
の
は
、
賓
は
世
阻
実
録

順
治
八
年
二
月
の
條
に
記
載
さ
れ
た
剛
林
罪
状
中
の
一
案
に
、

「
剛
林
は
又
盛
京
所
録
の
太
宗
史
冊
を
将
っ
て
在
々
改
抹
し
た

云
々
」
と
あ
る
、
そ
の
太
宗
史
冊
な
る
も
の
に
相
富
す
る
と
思

案
さ
れ
る
。
而
し
て
世
祖
変
録
順
治
六
年
の
條
に
見
え
る
太
宗

変
４
　
と
稀
す
る
も
の
も
矢
張
り
こ
の
太
宗
史
冊
を
以
て
呼
ぽ
る

可
き
も
の
と
考
へ
る
。
太
宗
史
冊
の
性
質
は
分
明
で
な
い
け
れ

ど
も
、
盛
京
時
の
記
録
で
あ
る
と
言
へ
ば
、
先
づ
は
現
在
０
所
謂

滞
文
老
槽
で
あ
ら
う
。
満
文
老
槽
を
以
て
賓
録
と
稲
す
る
こ
と

の
別
段
不
＆
議
で
な
い
こ
と
は
已
に
之
を
注
べ
次
。
而
し
て
順

治
六
年
に
こ
の
満
文
老
儒
即
ち
太
宗
央
冊
な
る
も
Ｏ
Ｘ
整
理
に

着
手
し
た
の
で
あ
る
。
世
祖
変
録
に
太
宗
賓
録
纂
修
と
い
ひ
、

衛
政
王
勅
論
に
太
宗
実
録
復
修
と
い
ふ
Ａ
｝
-
>
S
i
、
這
種
記
録
の
整

　

理
を
指
し
て
言
っ
た
場
合
に
は
、
何
れ
も
該
富
せ
し
め
得
ぺ
き

　

言
葉
と
せ
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
る
所
、
賓
際
の
太
宗
賓
録
が
纂
修

　

し
始
め
ら
れ
た
の
は
順
治
九
年
と
見
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

　

い
。
』

と
。
以
上
私
の
論
旨
で
あ
る
。

　

然
る
所
先
般
、
右
に
見
得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
旨
記
し
た
掃

政
王
勅
論
な
る
も
の
ｘ
寫
具
を
入
手
し
得
た
。
更
め
て
本
寫
具
を

閲
す
る
に
及
ん
で
、
徐
中
舒
氏
の
記
す
所
が
洵
に
事
官
に
相
違
し

て
ゐ
る
こ
と
、
従
っ
て
之
に
依
捷
し
た
私
０
論
述
も
営
然
鍵
更
や

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
０
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

本
寫
具
の
撮
影
に
就
い
て
は
、
鴛
淵
一
先
生
始
め
、
演
一
衛
、

　

周
作
人
、
喪
７
　
元
諸
氏
の
御
厚
意
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も

　

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

ニ

　

先
づ
私
は
こ
λ
に
、
衛
欧
王
勅
論
な
る
も
の
χ
全
文
（
漢
文
對

譚
満
文
は
之
を
除
く
）
と
、
併
せ
て
そ
０
寫
賀
と
を
掲
出
し
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
。
勅
論
に
曰
く
、

　

皇
父
衛
政
で
勅
論
内
翰
林
國
史
院
掌
院
事
大
學
士
剛
林
。
茲
者

　

恭
修
太
宗
文
皇
帝
実
録
。
揮
於
順
治
六
年
正
月
初
八
日
開
館
。
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心

予
惟
帝
王
撫
蓮
膚
圖
。
’
綬
猷
建
極
有
一
代
之
興
。
必
垂
一
代
之

　

史
。
以
観
揚
於
後
世
。
誠
要
務

　

也
。
・
我
太
宗
文
皇
帝
安
内
攘

　

外
。
在
位
十
有
七
年
。
其
武
功

　

之
盛
。
及
銃
令
賞
罰
。
訓
詰
宣

　

布
。
爾
等
倶
稽
変
成
編
。
母
誇

　

以
失
賓
。
母
偏
以
慶
公
。
・
母
忽

　

以
致
遺
。
母
怠
以
玩
歳
。
祗
勤

　

夙
夜
。
以
丞
成
一
代
之
典
。
稀

　

予
意
焉
。
欽
哉
。

　

就
い
て
見
ら
る
ｙ

勅
論
中
太
宗
賓
録
０
復
修
に
開
し

て
言
及
す
る
も
の
λ
如
き
は
毫
も

見
ら
れ
な
い
。
た
£
単
に
太
宗
寞

録
の
纂
修
を
命
じ
た
に
過
ぎ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
々
白
々
で

あ
る
。
徐
氏
０
木
勅
諭
を
以
て
、

太
宗
変
録
０
復
修
を
記
す
も
の
で

あ
る
な
ど
Ｘ
し
た
こ
と
は
、
勝
手

な
解
程
を
施
し
た
も
の
と
言
ふ
他
な
い
が
、
か
Ｘ
る
解
郡
に
到
つ

た
こ
と
に
就
い
て
は
、
思
ふ
に
、
天
聴
六
年
の
楊
方
興
の
條
陳
時

事
疏
中
Ｏ

　

我
金
國
雖
有
榜
什
在
書
房
中
。
日
記
皆
係
金
字
而
無
漢
字
。
皇

　

上
部
場
金
漢
主
。
豊
所
行
之
事
。
止
可
令
金
人
知
。
不
可
令
漢

　

人
知
耶
。
…
…
乞
選
賞
學
博
覧
之
儒
。
公
同
榜
什
将
金
字
翻
成

　

漢
字
。
使
金
漢
書
共
傅
。
使
金
漢
書
共
傅
使
金
漢
人
共
知
千
萬

　

世
後
知
先
汗
創
業
之
瑕
離
。
皇
上
続
統
之
努
苦
。
凡
仁
心
善

　

政
。
一
開
瞭
然
。
誰
敢
埋
没
也
。

と
あ
る
一
條
を
以
て

　

櫨
此
疎
可
見
。
痛
文
老
槽
寫
開
國
期
唯
一
官
撰
記
録
。
譚
本
似

　

印
着
手
於
此
時
。

と
速
断
し
た
こ
と
に
そ
の
原
因
が
あ
ら
う
。
徐
氏
は
前
上
疏
の
あ

っ
た
天
聴
六
年
に
、
太
宗
賓
録
の
漢
挿
は
開
始
さ
れ
た
と
考
へ

た
。
従
っ
て
順
治
六
年
の
掃
政
王
勅
論
は
、
之
を
以
て
復
修
時
の

勅
論
と
推
考
す
る
他
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
徐
氏
に
よ
れ

ぽ
、
太
宗
賓
録
の
漢
本
文
は
已
に
太
宗
生
時
に
編
纂
に
着
手
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
太
宗
の
生
存
中
か
ら
太
宗
の
賞
録
の
編
纂
を
開

始
す
る
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
原
則
と
し
て
は
有
り
得
な
い
。
太
宗

の
生
存
時
か
ら
已
に
用
意
さ
れ
っ
Ｘ
あ
っ
た
起
居
注
若
く
ぼ
日
暦

の
類
ひ
の
記
録
が
、
（
そ
し
て
そ
の
漢
挿
が
天
聴
六
年
か
ら
開
始
さ
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認

れ
た
Ｉ
）
太
宗
の
死
後
、
共
俊
賓
録
と
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
な

ら
ぽ
、
有
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
然
し
そ
れ
は
今
０
所
、
誼

捺
の
な
い
臆
測
を
試
み
て
見
る
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
楊
方

興
の
上
疏
に
よ
っ
て
浦
文
老
槽
の
漢
詳
本
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ｙ
、
而
し
て
そ
れ
が
後
に
賞
録
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
な
っ
た
と

し
て
も
、
然
し
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
０
こ
と
に
座
り
、
上
述
天
聴
六

年
の
婿
政
王
勅
論
を
以
て
、
太
宗
賞
録
の
再
修
を
言
ふ
も
０
と
す

る
こ
と
は
断
じ
て
出
来
な
い
。
何
處
迄
も
此
の
勅
論
は
軍
に
賓
録

の
編
纂
を
命
じ
た
も
０
で
あ
ｐ
、
復
修
を
命
じ
、
或
ひ
は
復
修
Ｏ

こ
と
に
言
及
開
聯
し
た
も
０
で
は
。
あ
り
得
な
い
。
而
し
て
そ
れ
は

営
然
で
あ
る
。
順
治
六
年
に
し
て
已
に
そ
の
復
修
を
命
す
る
程
、

太
宗
賞
録
の
初
纂
が
疾
く
出
来
上
っ
て
ゐ
た
と
は
、
彼
の
入
間
早

々
の
形
勢
中
に
、
殆
ん
ど
考
へ
能
は
ぬ
所
で
あ
る
。

　

茲
に
於
て
か
私
は
、
喬
に
史
林
誌
上
に
掲
げ
た
所
の
前
記
所
論

を
徹
同
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
私
は
世
１
　
賓
録
に
見
え
る
順
治
六

年
、
同
九
年
の
太
宗
賞
録
纂
修
記
事
、
そ
れ
に
徐
氏
の
傅
ふ
る
順

治
六
年
の
復
修
記
事
、
此
０
三
個
の
記
事
０
な
め
ら
か
な
解
稼
に

苦
し
ん
だ
揚
句
は
、
右
婿
政
王
勅
論
に
見
え
る
太
宗
賞
録
と
い
ふ

の
は
其
０
賞
、
太
宗
史
冊
を
以
て
呼
ば
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
世

胆
賞
録
順
治
六
年
の
條
に
見
え
る
太
宗
賞
録
と
い
ふ
の
も
、
矢
張

り
之
を
指
す
も
の
だ
と
し
た
こ
と
前
記
の
如
く
で
あ
る
。
然
し
か

う
い
ふ
解
憚
の
必
要
は
な
く
な
っ
た
か
に
思
は
れ
る
。
変
録
並
び

に
勅
論
の
文
字
面
に
表
は
れ
た
通
り
、
之
を
賓
際
の
太
宗
変
録
纂

修
に
開
す
る
記
録
と
見
て
よ
い
。

　

然
ら
ば
、
順
治
六
年
、
同
九
年
の
二
同
に
亙
る
纂
修
下
命
は
如

何
し
た
こ
と
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
私
は
、
上
掲
の
勅
論

寫
員
に
注
意
す
べ
き
も
０
を
見
る
。
そ
れ
は
こ
の
も
の
が
、
勅
論

と
し
て
全
然
醍
を
成
さ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
漢
文
０
終
り
に
も
、
又

満
文
の
終
り
に
も
、
全
く
日
付
け
の
記
入
が
無
い
。
日
付
け
の
下

部
に
押
捺
さ
る
可
き
最
も
重
要
な
印
璽
が
無
い
。
謂
は
ｙ
正
式
Ｏ

勅
論
と
し
て
仮
令
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
れ
ば
思
ふ
に
、
順
治
六
年
正
月
太
宗
変
録
の
纂
修
は
已
に
仮

令
を
見
る
ま
で
に
準
備
さ
れ
乍
ら
、
其
の
間
何
も
０
か
已
み
難
い

事
情
０
生
す
る
あ
っ
て
、
鐙
に
正
式
下
命
の
こ
と
は
沙
汰
止
み
に

絡
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
。
如
何
な
る
事
情
０
生
じ
た
も

の
で
あ
る
か
は
不
明
な
が
ら
１
－
。
世
阻
賓
録
、
順
治
六
、
九
年

０
二
條
に
太
宗
変
録
纂
修
の
記
事
は
あ
る
と
言
っ
て
も
、
前
者

は
、
後
者
の
散
十
行
首
尾
整
へ
る
に
較
べ
て
、
極
め
て
簡
軍
に
僅

一
行
。

　

纂
修
太
宗
文
皇
帝
変
録
。
命
大
學
士
芭
文
程
。
剛
林
。
祁
充
格
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ａ

　

洪
承
喘
。
馮
鐙
。
専
完
我
槽
充
總
裁
官
。

と
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
片
々
薄
弱
な
る
史
料
の
偶
然
迷
れ
込
ん
で

成
っ
た
と
い
ふ
感
じ
が
深
い
。

　

處
で
叉
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
に
も
一
度
考
へ
た
所
の
、
剛

林
罪
案
ｏ
一
條
に
就
い
て
ざ

程
、
剛
林
、
祁
充
格
な
ど
ｘ
列
學
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
共
勅
論
に

は
剛
林
の
み
見
え
、
順
治
六
年
太
宗
資
録
編
纂
の
準
備
に
於
い
て

剛
林
ｏ
召
め
た
地
位
ｏ
最
も
重
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
剛
林
が
修
史
の
才
幹
卓
越
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
清
史
稿
の
其

傅
に
も
見
ら
れ
る
。
順
治
八
年
、
彼
が
伏
罪
の
原
因
と
な
っ
た
太

肌
賞
録
並
び
に
太
宗
史
冊
改
抹
の
件
の
中
に
も
、
彼
が
修
史
に
於

い
て
携
は
る
所
の
重
か
っ
た
こ
｡

I
　
*
/
、
伺
は
れ
る
が
こ
の
事
件
に

つ
い
て
彼
が
罪
状
と
し
て
皐
げ
ら
れ
た
一
案
の
中
に
、
（
世
祀
賞
録
、

順
治
八
年
二
月
の
條
）

　

又
将
盛
京
所
録
太
宗
史
冊
在
々
改
抹
一
案
。
訊
之
剛
林
。
攘

　

云
・
纂
修
之
時
。
遇
塗
噌
者
増
。
慮
減
者
減
。
則
改
是
変
。
菌

　

稿
肯
存
。
云
々

と
い
ふ
も
０
λ
あ
る
こ
と
は
、
史
林
誌
上
で
も
述
べ
た
。
處
で
こ

０
一
案
に
よ
れ
ば
、
剛
林
が
順
治
八
年
二
月
以
前
の
時
に
於
い

て
、
太
宗
史
冊
な
る
も
の
に
手
を
入
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
事
変
と
見

倣
さ
れ
る
。
太
宗
史
冊
と
稀
す
る
も
０
は
、
恐
ら
く
賞
録
の
根
幹

を
成
す
も
０
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
と
す
る
と
太
宗
賞
録
編

纂
の
こ
と
は
矢
張
り
彼
を
主
位
と
し
て
順
治
六
年
以
後
、
開
始
進

捗
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
剛
林
等
伏
罪
の
こ
と

あ
り
し
に
由
夕
、
改
め
て
順
治
九
年
の
纂
修
下
命
と
な
っ
た
も
Ｏ

で
は
な
い
か
、
と
今
一
度
最
初
に
出
し
た
處
の
疑
問
に
立
ち
返
っ

て
考
へ
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
。
前
に
は
、
右
の
様
な
理
由
で
以
て
、

第
二
同
の
纂
修
が
起
さ
れ
る
こ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
様
に
述
べ
た

け
れ
共
、
剛
林
の
こ
と
を
よ
く
考
へ
て
見
る
と
決
し
て
か
う
し
た

こ
と
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
な
い
。

　

然
し
、
と
い
っ
て
矢
張
り
私
は
順
治
六
年
に
編
纂
が
開
始
せ
ら

れ
た
と
い
ふ
風
に
は
考
へ
な
い
。
婿
政
王
勅
論
な
る
も
の
が
。
モ

の
醍
を
具
へ
て
ゐ
な
い
鮎
を
考
へ
て
見
れ
ば
、
依
然
、
順
治
六
年

の
登
令
は
、
そ
の
こ
と
無
く
し
て
止
ん
だ
、
つ
ま
り
太
宗
賞
録
の

編
纂
は
順
治
九
年
を
以
て
開
始
さ
れ
た
と
考
へ
る
方
が
順
営
だ
ら

う
と
思
ふ
。
但
し
正
式
の
衰
令
が
な
か
っ
た
か
ら
と
て
、
賞
録
編

纂
に
闘
す
る
事
務
が
全
く
無
か
っ
た
と
云
ふ
０
で
は
な
い
。
剛
林

罪
案
に
見
れ
ば
、
而
し
て
一
と
度
び
は
登
令
さ
れ
る
ぼ
か
り
に
な

っ
た
こ
と
を
考
へ
れ
ぱ
、
暇
令
ひ
正
式
の
登
令
は
無
か
っ
た
に
し

て
も
、
そ
こ
ば
く
の
編
纂
事
務
、
編
纂
準
備
と
い
っ
た
程
の
も
の
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碍

は
蓮
ぼ
れ
て
ゐ
た
と
見
る
方
が
よ
い
様
で
あ
る
。

　

以
上
要
す
る
に
、
太
宗
賞
録
正
式
編
纂
開
始
の
年
を
順
治
九
年

と
９
　
る
こ
と
０
結
論
に
於
い
て
は
、
元
に
史
林
誌
上
に
述
べ
た
所

と
腱
り
は
な
い
。
然
し
そ
の
結
論
に
到
る
迄
の
考
へ
方
に
於
い

て
、
以
上
の
様
に
改
め
ね
ぱ
な
ら
な
に
い
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
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